
（２）受賞者活動事例発表

片桐敏雄 氏（長野県安曇野市旬の味ほりがね物産センター組合長）
ただいまご紹介にあずかりました、安曇野市旬の味ほりがね物産セン

ター組合の組合長、片桐と申します。本日は栄えある賞をいただき、ま

ことにありがとうございました。それでは私たち安曇野市の概要と旬の

味ほりがね物産センター組合の取り組みについてご報告させていただき

ます。

安曇野市は長野県中西部、松本市の北に位置しており、平成１７年１

０月１日に旧南安曇郡の豊科町、穂高町、三郷村、堀金村そして近隣する東筑摩郡の

明科町の３町２村が対等合併して誕生いたしました。面積は３３１８２平方キロメー.
トル、人口は９６，２１３人です。ご覧の通り、市の西部三分の二は中部山岳国立公

園の山岳地帯で３，０００メートル級の高山が連なる北アルプスを源流とする梓川、

烏川、中房川の三本の河川が形成した複合扇状地に安曇野は広がっております。気候

は内陸性で寒暖の差が大きく米作りに適しており、私たち組合員の所在する堀金地域

も米作中心の農村地帯です。市の東から見た安曇野市です。ご覧の通り市といっても

北アルプスに抱かれた風光明媚な田園地帯です。安曇野の四季折々の風景です。右下

の写真はシベリアより飛来したコハクチョウが１，５００羽くらい羽を休めておりま

.す。続いて安曇野市の就業構造です。第一次産業従事者は５，８５５人で全体の１１

４５パーセントとなっており、農業従事者の減少は年々進行しております。このよう

な中でも私たち堀金地域は比較的農業に従事する率が高く、平均より約７ポイントほ

ど高くなっております。安曇野市の農業概要です。安曇野市の農地面積は約７，６４

４ヘクタールでそのうち水田が５，７３４ヘクタール、畑地が１，９１０ヘクタール

で水稲中心の農業地帯となっております。安曇野市の農作物の作付け状況です。安曇

野市の特産品を地域別にご紹介します。穂高地域は湧水を利用したわさびの栽培が盛

んに行われています。豊科地域は玉ねぎの栽培です。三郷地域は果樹地帯でりんご栽

培が行われています。明科地域は湧水によるニジマスの養殖が盛んです。またあやめ

の里でもあります。安曇野市の主な直売所施設は９カ所あります。また直売を行って

、いる団体等は大小合わせれば１６以上あり、自己完結型で運営が行われておりますが

、横の連携強化の取り組みに向けて１９年度には共通イベントとして行政の支援を受け

安曇野市直売所フェアーを開催いたしました。

次に私たちほりがね物産センター組合がある堀金地域についてご説明いたします。

安曇野市の西部に位置し、地域の三分の二は山岳部です。面積は６５平方キロメート

ル、人口８，９２７人、豊富な水と地味肥沃な土質に恵まれた穀倉地帯です。写真左

下は堰と呼ばれております水路の写真ですが、安曇野にはこのような用水路が無数に

張り巡らされております。古くは江戸時代前期に開削が開始され先人の努力により現

在の穀倉地帯が作り上げられております。農業への従事者が比較的多く、地域として

。農業を守っていこうという意識の強い地域でもあります。堀金地域の作付け状況です

水稲中心の農業地帯であることがお分かりいただけると思います。堀金地域は米作り

中心ですが、麦、大豆、そば等の転作作物以外にも、野菜、りんご等さまざまな農作

物が栽培されています。りんご栽培農家ではりんごの木オーナー制度にも取り組んで

おります。また山間部ではシーズンには各種山菜がとれ、当組合にも出荷されてきて

おります。

それでは私たち旬の味ほりがね物産センター組合についてご説明いたします。写真

はセンターの建物です。左手は直売所で裏手には加工所が設置されております。右手

は道の駅、アルプス安曇野ほりがねの里の建物です。農事組合法人旬の味ほりがね物



産センター組合の設立発展の経緯です。昭和６２年に旧堀金村の一地域に新鮮市とし

て産声をあげました。５年間ほど地元で活動した後に、活動範囲は旧堀金村全域に広

げ、堀金新鮮市として現在のところでプレハブでの営業を５年間、現在の施設が出来

上がるまで続けられております。右上の写真が当時のプレハブの直売所です。平成６

年度に旧堀金村が農林水産省の農業経営基盤確立構造改善事業を導入して直売施設と

加工施設を整備することになり、この施設は平成８年５月に完成しております。これ

にあわせて堀金新鮮市は旬の味ほりがね物産センター組合に組織を拡充しましたが、

まだ任意組合のままでした。翌平成９年に加工部門を請け負う、堀金村農産物加工組

合を設立いたしました。センターの経営も軌道に乗り、それなりの実績が積み重なっ

てきたことを機会に、今後も取り組みを永続的に続けていくため、組合の法人化を検

討し、平成１５年３月に農事組合法人化に踏み切り、施設の統合を図り一本化し運営

しております。施設は市の所有であります。平成１８年９月から安曇野市の指定管理

者として、直売所と加工施設の維持管理を請け負っています。活動の理念はご覧の通

、りですが、農家の健全な育成を図り消費者に新鮮で安全な農産物を提供するとともに

健康を重視した安全な食の提供と研究開発をすすめ、ふるさと食品として販売し、農

業の振興と地域の活性化を図るということになっております。組合員の資格は、基本

的には旧堀金村に住所を有する農家と、堀金地域を所管する農業協同組合とされてお

ります。現在の組合員数は１６１名で、加入に際しては１口１万円の出資金を１組合

員あたり４口いただくことにしております。組合の運営体制、組織図はご覧のとおり

ですが、組合長１名、副組合長２名、部門担当理事３名の理事計６名で理事会を構成

し、以下ご覧の構成になっております。私たちの柱は、物産部、加工部、食堂部の３

部門の相乗効果により運営されております。平成１４年からの利用者数と販売額の推

移です。プレハブ最後の年の平成７年の売り上げは、約４，０００万円でした。また

新たな施設での当初目標を７，０００万円に設定いたしましたが、１億４，０００万

円の実績を上げることができ、驚くとともに組合員にとっては、消費者のみなさんに

認められたのだという喜びと責任を感じ頑張って現在に至っております。組合員は１

６１名、センターの従業員は８０名、計２４１名の方が施設にかかわっています。年

齢構成はご覧の通りですが、６０歳以上が１３０名と半数以上であり、今後の課題と

なっております。

各部の活動内容です。物産部の活動、店舗全般管理、お客さんとのふれあいを大切

にし、イベント企画、組合員の生産から出荷物管理までを受け持つ部署です。通年営

業を行っておりますので冬季間は品薄となるためＪＡ愛知、また個人の生産者の協力

を得て、顔の見える産直品を提供しております。安心、安全、信頼を第一に考え、防

除歴、生産履歴の提出を求め、消費者への情報提供も行っております。組合員の生産

物の搬入は随時個人が行い、店内出荷時には消費者のみなさんとのコミュニケーショ

ンを大切にし、また当番活動として朝の開店準備、レジ対応などに従事し、直接消費

者との交流を図れるような体制をとっております。出荷物に対する価格や、品質管理

チェックは生産者の代表であります運営委員が受け持っております。直売所の様子で

すが、出荷は午前中に集中し、午後は品薄となるため対策に苦慮しております。

加工部の活動内容です。加工部では地元の食材、旬の食材を生かすことを第一に考

え、安曇野を感じていただけるような商品の開発を目指しております。年間では２５

０種ほどの加工品を生産しておりますが、この内、おこわ、まんじゅう、おはぎなど

は隣の加工施設で毎日手作りで製造しており、作りたてをすぐ店舗にて販売するとい

うことで好評を博しております。味噌、板餅、漬物、野菜ソース、ケチャップなどの

加工品についても地元産の原材料にこだわり店舗で販売するとともに、地域の学校給



食への提供も行っております。食育、食農教育への取り組みで、学校の先生が生徒に

教えるためのおまんじゅう作りや、児童が育てた大豆を使ってのお豆腐作り体験など

の講師をしたり、福祉施設デイサービスへは、凍りもちの講習会など、地域でも活動

も実施しております。私たちが作っている加工品の一部です。左上は地元黒豆を使用

、した古くからの保存食おしょゆの実です。右下は地元の大豆を使い手作りで仕上げた

常念味噌で学校給食へも提供しています。同じく加工品ですが、右上はほりがねで作

ったほりがねの大地、ヤーコン焼酎です。左下は凍りもちで、おもちを寒中干しした

もので、農作業のおこひる（お小昼・おやつ 、離乳食、病人食として昔から食べ継が）

れてきているものです。

次に食堂部の活動内容です。食堂部ではお母さんの手作りで季節ごとに直売所で販

売されている食材を中心に使った田舎風メニューの提供にこだわっております。定番

メニューは３１種類ですが、日替わりメニュー、おすすめメニューなどもそろえてお

ります。上の写真はおにぎり定食です。お母さんたちが手を握り合って、頑張ってい

こうと思いを込めたメニューの一品です。常念天丼、ざるそば等も自慢の一品です。

、地域とのかかわりですが、私たちの施設は組合員、従業員の力だけではなく、行政

。地元生産者のみなさん、ご利用いただいているお客様と一体のものと考えております

行政安曇野市商工会堀金支所、地元の公共宿泊施設、地域住民などの協力を得て、地

域イベントとして第１２回目のほりがね物産センター祭りを開催しております。農業

体験の計画実行もしております。右の写真は親子で芋の苗を植えてから収穫までの農

業体験の様子です。左の写真は福祉施設安曇野市堀金共同作業所かえでの家のみなさ

んです。直売所の一角にみなさんの作った作品の展示販売コーナーを設け、作品の展

示販売を行うとともに、施設のみなさんが自ら販売にかかわれる機会を設けておりま

す。また定期的な雇用形態も行っております。

物産部の課題と抱負、物産部では組合員の高齢化と後継者不足による出荷物の安定

。供給が懸念されております。地域としての特産物の掘り起こし等が急務かと考えます

新組合員を確保するとともに、地域を越えた出荷物協力体制の検討も考えていきたい

と思っております。

加工部の課題と抱負、伝統食の継承、地元の食材を使い、お客様に満足していただ

ける商品の開発、安曇野の伝統食を子どもたちに伝えていくことが使命であると考え

ております。食育の分野においても地域への貢献ができているものと自負していると

ころです。

食堂部の課題と抱負、顔の見える食材を使い、メニューに生かしどうアピールして

いくか、野菜中心の日本型食生活のよさを知っていただこう。伝統的な味を伝え、お

客様のニーズにあった新しいメニューの開発を目指してまいります。

本当にまとまらない体験発表でしたけれども、農業の抱える数々の悩みは、どこの

地域も共通であると感じています。地産地消を活発にするため、農家の所得を増やし

地域農業の活性化を図り、消費者のみなさんに農産物の安定供給をするという大きな

課題をかかえております。問題は数々ありますが、今回の受賞を契機に、現状に満足

することなく常に利用者や農業者の立場から取り組みをすすめ、地域の地産地消活動

。のリーダーとして、他の模範になるよう一層努力をしてまいりたいと考えております

つたない発表でしたけれども以上で終わらせていただきます。ご静聴ありがとうござ

いました。



[ 信州・安曇野 ]

旬の味 ほりがね物産センター
長野県安曇野市堀金烏川 2696 ＴＥＬ（0263）73-7002  FAX(0263)73-7031

しんしゅう あ づ み の

心が渇いたらまた来よう、安曇野へ。



安曇野市の概要
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穂高地域

明科地域

堀金地域

三郷地域

豊科地域

安曇野市



安曇野の大地と北アルプス

歩きたくなる道。歌いたくなる空。



長峰山から望む安曇野

“残したい静けさ美しさ”川端康成 ・東山魁夷 ・井上 靖



四季折々の風景

春 夏

秋 冬



数値で見る安曇野市（就業構造）

100.0051.2737.2811.45比率（%）
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9,3954,5643,3071,524三郷地域

16,5658,7946,1981,573穂高地域

14,7177,9435,4431,331豊科地域

計第３次産業第２次産業第１次産業

平成１２年 国勢調査 [ 単位：人 ]

※ 第１次産業従事者は減少傾向にありますが （平成７年度比 87.7%） 、堀金

地域はもっとも農業従事者の比率が高い地域です。（平成７年度比 97.5%）

※ 農業従事者の高齢化と後継者不足は各地域共通の悩みです。
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数値で見る安曇野市（農業の概要）

2005 農林業センサス農地面積計：7,644ha   



農作物の作付け状況



安曇野市の特産品（穂高）

日本一のワサビ田

ワサビ

水車のある風景

安曇野市の特産品（穂高）



安曇野市の特産品（豊科）

玉ねぎ加工品

玉ねぎ畑と玉ねぎ



安曇野市の特産品（三郷）

りんご畑

サンふじ



安曇野市の特産品（明科）

ニジマス

円（つぶら）揚げ

1万6000本のあやめと花菖蒲



安曇野市の直売施設の現状

◆安曇野市（旧町村）が農業振興・地産地消の目
的で農家の要望に応えて設置したもの

６箇所

◆ＪＡ（あづみ農業協同組合・松本ハイランド農業
協同組合）が設置したもの

３箇所

◆その他一般の商業施設の一角を借りて直売を
実施している団体等

７団体

※地産地消の推進に向けて個々にさまざまな取組が
なされていますが、各施設や農業団体相互のネット
ワーク構築が必要となっています。



安曇野市堀金

菜の花と北アルプス

縦横に走る堰（せぎ） 広がる水田

景観形成への取組



安曇野市堀金の作付け状況



堀金の農産物

堀金地域は米作が中心
ですが、さまざまな野菜
が栽培されており、また、
季節には山菜なども豊富
に採れます

山菜

トマト・セルリー・レタスなど



旬の味 ほりがね物産センター

道の駅“ アルプス安曇野ほりがねの里 ”に指定



（農）旬の味ほりがね物産センター組合設立・発展の経緯

◇昭和 62年6月
堀金地域内地区での直売所 「新鮮市」 の発足

◇平成 3年 5 月
堀金全域での直売所 「堀金新鮮市」 の発足 ～ 平成 8年

◇平成 8年 5月
「堀金新鮮市」 を母体に「旬の味ほりがね物産センター組合」 発足

◇平成 9年 9月
「堀金村農産物加工組合」 設立

◇平成 15 年 3 月
「農事組合法人旬の味ほりがね物産センター組合」 に組織変更

◇平成 18 年 9 月
「安曇野市ほりがね物産センター」の指定管理者



平成6年度
農業経営基盤確立農業

構造改善事業 導入

【整備施設】

堀金村産地形成促進施設

（直売施設）

堀金村農産物処理加工施設

（加工施設）

平成8年5月
施設完成・営業を開始菜の花畑と物産センター

現在地でのプレハブ営業

（平成3年～平成8年）

施設整備の経緯



活動の理念

農家の健全な育成を図り、消費者に
新鮮で、安全・安心な農産物を提供す
ると共に、健康を重視した安全な食の
提供と、研究開発を進め、ふるさと食
品として販売し、農業の振興と地域の
活性化を図る。

農家の健全な育成を図り、消費者に
新鮮で、安全・安心な農産物を提供す
ると共に、健康を重視した安全な食の
提供と、研究開発を進め、ふるさと食
品として販売し、農業の振興と地域の
活性化を図る。

（組合 定款）



組 合 員

◆組合員の資格

堀金地域に住所を有する農家

堀金地域を所管する農業協同組合

※ 組合員数 １６1名 （平成２０年１月現在）

◆加入用件

出資金 １０，０００円／１口 4口以上



組合の組織図（運営体制）
理事組合長

理事副組合

（総務部長）

理事副組合長

（食堂部長）

事務局長

（１）

事 務局員

（３）

理 事

（物産部長）

理 事

（加工部長）

理 事

（運営委員長）

運営委員

（組合員代表）加工副部長
（５）

物産副部長
（４）

主 任
（２）

主 任

（４）
主 任
（５）

パート従業員
（１１）

パート従業員
（８）

パート従業員
（２７）

直売・加工・食堂の３本柱

賞
罰
委
員

（７
）

価
格
委
員

（７
）

シルバー人材･短期アルバイト
（８）

理
事
会



活動（販売）実績（平成14年～18年）

429,532419,361430,577396,526399,177利用者数

（人）

654,728651,138677,658617,207625,139取扱額

（千円）

1817161514年 度

活動参加者 ： 生産者 １６１名 従業員 ８０名

活動参加者年齢 ： ２０歳代 ２名 ３０歳代 ５名 ４０歳代 ５８名

５０歳代 ４５名 ６０歳代 １１０名 ７０歳以上 ２１名

平成8年当時の売り上げ目標＝約7,000万円 が １億4,000万円の実績

ここまで発展させることができました



活動内容（物産部）

◆生鮮野菜は、堀金産を中心
に安曇平一円から生産者の
顔が見える農産物を取り揃
えています。

◆冬季間は、ＪＡ愛知と個人生
産者の協力により農産物を
提供をしています。

◆防除暦、生産履歴の提示を
義務付け、消費者への安心
のための情報提供を行って
います。



直売所の様子

＊毎日早朝からにぎわっています

＊朝採りの新鮮な

農産物が並べられ
ています



活動内容（加工部）

◆味噌・餅等の加工品は、
隣接した加工所で、全て
手づくりで製造しています

◆作りたてをすぐに直売所
で販売しています。

◆学校給食への野菜・味噌
など食材・加工品の提供
や学校・福祉施設等での
加工品づくりの講師も行っ
ています。



ほりがね物産センターの加工品（１）

おしょうゆの実

焼きたてパン・菓子

ソース ・ ケチャップ

りんごジュース･お菓子

常念味噌



凍り餅

饅頭・お焼き

漬物

ヤーコン焼酎

ほりがね物産センターの加工品（２）



活動内容（食堂部）
◆季節ごとに直売所で販売している食材を使用した
田舎風メニューにこだわっています。

◆旬の素材を使用した季節感あふれた食事の提供
を心がけています。



旬の地元食材を使用したお勧めメニュー

天ざるソバ常念天丼

おにぎり定食 りんごソフトクリーム



地域への貢献

イベントを定期的に開催して、皆さんとの交流を深めています。

また、宿泊施設と協力して、グリーンツーリズム活動も実践しています。

第１２回 ほりがね特産祭り（２００７年度）

住民とのかかわりを大切にしています住民とのかかわりを大切にしています



安曇野市堀金共同作業所
“かえでの家”の皆さん

農業体験

障がい者の皆さんの活動の場の提供



【物産部】

◆就農者の減少と高齢化、後継者不足による
出荷物の減少が懸念されています。

◆堀金地域としての特産物が少ないことも悩
みです。

現在抱えている課題と抱負（１）

地産地消の理念に基づき、消費者の皆さんへ

安全・安心な農産物の安定供給確保のため、新

規組合員の増やし、地域を越えた出荷協力体制

を検討し、地域農業の活性化を目指していきます

地産地消の理念に基づき、消費者の皆さんへ

安全・安心な農産物の安定供給確保のため、新

規組合員の増やし、地域を越えた出荷協力体制

を検討し、地域農業の活性化を目指していきます



【加工部】

◆地元の食材を活用した安曇野の伝統食を継
承しつつ商品価値をさらに上げていくことが
課題です。

現在抱えている課題と抱負（２）

真心とこだわりをもって、安心・安全な加工

品を手づくりで造っていくため、常に向上心を

持ちお客様にさらに満足していただけるをよ

うな新商品の開発に取り組んでいきます

真心とこだわりをもって、安心・安全な加工

品を手づくりで造っていくため、常に向上心を

持ちお客様にさらに満足していただけるをよ

うな新商品の開発に取り組んでいきます



現在抱えている課題と抱負（３）

【食堂部】

◆田舎レストランの味をいかに安定させ、お客
さんに満足を提供できるかが課題です。

お母さんの手づくりと直売所の食材にこだ

わり、伝統的な味を将来に伝え、体に優しい

懐かしい味と野菜中心の日本型食生活の良

さをアピールしていきます

お母さんの手づくりと直売所の食材にこだ

わり、伝統的な味を将来に伝え、体に優しい

懐かしい味と野菜中心の日本型食生活の良

さをアピールしていきます



◆農村地帯が抱える悩みはどこの地域でも共通です

◆組合員の高齢化と後継者不足については、組合員
の家庭内での世代交代を進め、新規組合員の募集
を推進していきます。

◆安定した農産物の供給のため、地域を越えた集荷
を目指していきます。

今後への抱負

現状に満足することなく、これらへの取り組み

を積極的に進め、地産地消のリーダーとして他

の施設･組織等の模範となるよう、いっそうの努

力をしてまいります

現状に満足することなく、これらへの取り組み

を積極的に進め、地産地消のリーダーとして他

の施設･組織等の模範となるよう、いっそうの努

力をしてまいります



旬の味旬の味 ほりがほりがねね物産センター物産センター

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


